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i練習に励む高校生 市営弓場にて l
一…ー…ー…ー…ー…ー

をすることができるよう、国 ス 体
スポーツというと、はげし

および各地方公共団体が必要 ボ 育
い動きを伴う運動競技だけを

な措置を講ずるものとしてい

想像し、あるいは、若い人と
ます。 健

か特定の人たちだけのものの
この日を機会に日ごろの運 康 ツ

の
ように思われがちでしたが、

動不足を再認識して、毎朝体

な 日
体育の自の制定されたいきさ

操をするとか、職場での柔軟

っと趣旨は、ひろく国民があ
体操には進んで参加すること JL' 親

らゆる地域と職域で、それぞ
をおすすめします。

: ，〆

れその実情に即してスポーツ
身 し
を み
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題議題議選轟護霊童

長
崎
国
体
の
秋
季
大
会
開
会
式

場
に
掲
揚
さ
れ
ま
し
た
国
体
旗
は

大
会
終
了
後
、
長
崎
県
知
事
が
責

任
を
も
っ
て
保
管
し
て
い
ま
し
た

ち匹、、

l.-

苦
労
さ
ふふ

岩
手
で
も
頑
張
っ
て

市政だより

頑張りますと手をふり別れをおしむ岩手県職員と千田岩手県知事

あ
れ
か
ら
一
年
‘
十
月
十
日
か
ら

開
会
さ
れ
る
若
手
国
体
の
開
会
式

場
に
掲
揚
す
る
た
め
、

一九
月
二
十

四
日
午
前
十
時
か
ら
長
崎
県
庁
で

出
発
式
を
行
な
い
、
諌
早
市
の
陸

上
競
技
場
ま
で
旗
リ
レ
!
隊
に
よ

っ
て
運
ば
れ
、

諌
早
市
か
ら
大
村

空
港
ま
で
は
自
動
車
輸
送
、
大
村

空
港
か
ら
羽
田
空
港
ま
で
は
空
輸

羽
田
か
ら
埼
玉
、
茨
城
、
栃
木
、

福
島
.
宮
城
の

一
都
五
県
を
経
て

一
関
市
ま
で
自
動
車
で
運
び
、
岩

手
県
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

大
村
空
港
で
は
、
午
後
二
時
か

ら
市
長
を
始
め
関
係
職
員
参
加
の

も
と
に
犬
村
工
業
高
等
学
校
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
の
応
援
を
得
て
、

盛
大

に
離
陸
式
を
行
な
い
、
大
会
旗
が

無
事
に
リ
レ
ー
さ
れ
、
岩
手
国
体

の
大
成
功
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て

お
見
送
り
し
ま
し
た
.

久
原
市
営
住
宅

建

設

進

む

入
居
者
公
募

第
一
種
簡
易
耐
火
構
造
平
家
建

二
十
戸

第
二
種
簡
易
耐
火
構
造
平
家
建

十
四
戸

マ
入
居
資
格

①
市
内
に
住
所
か
勤
務
場
所
を
有

し
、
所
定
の
家
賃
、
敷
金
を
支
払

う
能
力
を
有
す
る
人

①
同
居
の
親
族
の
収
入
を
合
算
し

て
昭
和
四
十
四
年
十
月
か
ら
昭
和

『

¥') 

， I 

建設中の久原市営住宅

四
十
五
年
九
月
ま
で
の
総
収
入
を

所
得
税
法
に
よ
る
控
除
を
し
た
残

額
を
十
二
で
除
し
た
額
の
合
計
か

ら
扶
養
親
族

一
人
に
つ
き
三
千
円

を
控
除
し
た
額
が
第
一
種
二
万
四

千
円
を
こ
え
四
万
円
以
下
、
第
二

種
二
万
四
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と

①
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
(
未
届
の
妻
を
含
む
)

が
あ
る
こ
と
。

マ
家
賃

第
一
種
簡
易
耐
火
構
造
平
家
建

五
千
円

第
二
種
簡
易
耐
火
構
造
平
家
建

三
千
八
百
円

マ
敷
金
家
賃
の
三
カ
月
分

マ
公
募
期
間

十
月
二
十
六
日
か
ら
十
一
月
四

日
ま
で

マ
申
込
場
所

市
民
課
ま
た
は
各
出
張
所

マ
抽
せ
ん
日

十
一
月
六
日
午
前
九
時

市
役
所
玄
関
ホ

l
ル

マ
入
居
予
定
日

十
二
月
一

日
の
予
定

く
わ
し
い
こ
と
は
建
築
課
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

場所九堕十 今月

会大望 干卦↓豆時王 月主g日 談曜ま『り日E 

日
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共
同
募
金
運
動

た
す
け
あ
っ
て

み
ん
な
で
幸
せ
に

手
を
つ
な
ぎ
、
み
ん
な
で
赤
い

羽
根
を
も
っ
と
大
き
く
育
て
、
恵

ま
れ
な
い
人
た
ち
ゃ
、
地
域
の
福

祉
を
た
か
め
る
た
め
に
、
今
年
も

十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
、

共
同
募
金
運
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。

公
の
福
祉
事
業
は
国
や
県
、
市

町
村
の
財
源
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す

が
‘
民
間
社
会
福
祉
事
業
に
は
、

社
会
の
あ
た
た
か
い
善
意
と
愛
の

寄
付
が
必
要
で
す
。

こ
の
民
聞
社
会
福
祉
事
業
を
も

り
た
て
て
、
一
年
に
一

度
お
こ
な

う
の
が
赤
い
羽
根
共
同
募
金
で
す

共
同
募
金
会
大
村
支
会
で
も
、

各
町
総
代
の
方
を
通
じ
て
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
善
意

と
ま
ご
ろ
を
お
ね
が
い
し
て
い
ま

す。
施
設
で
幸
せ
う
す
い
日
々
を
送

らおおむ市政だより(3) 

m月
1
日
1
ロ
月
白
日

っ
て
い
る
人
た
ち
の
た
め
に
、
ま

た
大
村
市
の
社
会
福
祉
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
、
こ
の
運
動
を
正
し

く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
ご
協
力

を
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
く
募
金
は
県
内

の
民
間
社
会
福
祉
施
設
団
体
に
配

分
さ
れ
ま
す
が
、
今
年
の
特
色
は

八
十
才
以
上
の
ね
た
き
り
老
人
つ

ま
り
、
病
気
な
ど
で
看
護
を
必
要

と
す
る
お
と
し
よ
り
で
、
自
宅
療

養
を
続
け
ら
れ
て
い
る
人
々
に
寝

具
を
贈
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
.

み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
浄
財

が
社
会
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
大

き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
か
、
今
年
も
、
赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動
に
あ
た
た
か
い
愛

の
手
を
さ
し
の
べ
て
く
だ
さ
い
. コ

市
民
総
ぐ
る
み
で
参
加
し
よ
う

秋
の
交
通
安
全
運
動

十
月
六
日

1
十
五
日

大
村
市
内
で
の
交
通
事
故
は
、

徐
f

何
を
怠
っ
て
追
突
し
た
と
い
う

も
の
が
一
番
多
く
、
右
、
左
折
す

る
と
き
、
ま
た
は
、
右
、
左
折
す

る
車
を
見
た
と
き
は
、
安
全
を
確

か
め
る
ゆ
と
り
が
大
切
で
す
@

歩
行
者
の
重
傷
事
故
は
い
き
な

り
道
路
に
飛
び
出

L
て
車
に
は
ね

ら
れ
た
と
い
う
の
が
多
く
、
道
路

を
横
断
す
る
と
き
は
、
必
ず
右
左

の
安
全
を
確
め
る
こ
と
が
大
切
で

す。
秋
の
交
通
安
全
運
動
は
、
市
民

一
人
一
人
が
‘

運
転
は
こ
れ
で
よ

い
の
か
、
ま
た
、
道
路
を
歩
く
と

き
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
反

省
し
な
が
ら
、
正
し
い
交
通
の
ル

ー
ル
を
身
に
つ
け
、
そ
し
て
非
惨

な
交
通
事
故
を
少
し
で
も
な
く
そ

う
と
い
う
悲
願
の
も
と
に
、
毎
年 〈大村署提供〉

行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

と
く
に
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
の

交
通
事
故
は
な
ん
と
し
て
も
防
が

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

秋
の
交
通
安
全
運
動
を
機
会
に

み
ん
な
で
次
の
こ
と
を
実
行
し
ま

し
ょ
ャ
つ
。

運
転
者
は

一
、
交
通
法
令
を
守
っ
て
、
正
し

い
運
転
を
す
る
こ
と
。

二、

譲
り
合
い
と
、
愛
の
運
転
に

心
が
け
る
こ
と
。

三
、
人
命
は
徹
底
し
て
尊
重
す
る

こ
と
。

歩
行
者
は

松並交差点にて9月12日午後10時40分頃

苦
情
や
要
望
は

.-

一
、
右
側
通
行
を
守
る
こ
と
。

二
、
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、

少
し
遠
ま
わ
り
で
も
横
断
歩
道

(橋
)
を
渡
る
こ
と
。

三
‘
急
ぐ
と
き
で
も
必
ず
右
、
左

の
安
全
を
確
か
め
る
こ
と
。

四
、
幼
な
い
子
ど
も
は
、
右
手
で

し
っ
か
り
手
を
つ
な
ぐ
こ
と
.

子
ど
も
の
ひ
と
り
遊
び
は
も
っ

と
も
危
険
で
す
。

以
上
の
ほ
か
、

交
通
事
故
か
ら

身
を
守
る
た
め
、
子
ど
も
と
と
も

に
、
正
し
い
交
通
の
ル

l
ル
を
勉

強
し
ま
し
ょ
う
。

大
村
警
察
署

無
料
総
合
行
政
相
談
所
J ¥  

旬
月
旬
日
市
役
所
大
会
議
室

行
政
管
理
庁
で
は
、
十
月
十
一

日
か
ら
十
七
日
ま
で
「
行
政
相
談

週
間
」
と
し
て
行
政
相
談
制
度
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
.大

村
市
で
も
一
日
無
料
総
合
相

談
所
を
十
月
十
三
日
、
十
時
か
ら

十
五
時
ま
で
市
役
所
大
会
議
室
で

聞
き
ま
す
。

こ
の
相
談
所
は
、
長
崎
行
政
監

察
局
を
は
じ
め
、
国
、
県
、
市
の

専
門
家
が
行
政
に
つ
い
て
の
苦
情

ご
意
見
を
お
聞
き
し
て
解
決
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
.

相
談
は
無
料
で
秘
密
を
守
り
ま

す
.日

ご
ろ
、
役
所
の
仕
事
に
つ
い

て
苦
情
、
相
談
、
要
望
な
ど
を
も

っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
.
ど
ん

な
小
さ
な
問
題
で
も
け
つ
こ
う
で

す。
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券面金額 買 上 額

7千円 4，000円
10 5，600 
14 7，900 
20 11， 200 
21 11， 800 
28 15，700 
30 J6，800 
35 19，600 
40 22，400 
42 23，500 
50 28，000 
60 33，500 
70 39，100 
77 43，000 
100 55，900 
110 61，500 
112 62，600 
119 66，500 
160 89，400 
170 94，900 

(4) おおむ

引
揚
者
特
別
交
付
金

国
庫
債
券
の
買
上
げ

引
揚
者
特
別
交
付
金
国
庫
債
券

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
を
対
象
に

つ
ぎ
の
と
お
り
国
庫
債
券
買
上
償

還
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

の
で
十
月
十
五
日
ま
で
に
社
会
課

市政だより

別表統
一
地
方
選
挙
の

標
語
募
集

一
、
趣
旨

明
年
四
月
に
統
一
地
方
選
挙
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
、
地
方
行
政
は
、
私
達

の
生
活
に
最
も
身
近
な
公
害
、
道

路
、
教
育
、
衛
生
な
ど
の
問
題
を

扱
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
に
な
い
手
に
な
る
人
、
そ

れ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
を
選
ぶ
た
め

に
、
ま
た
住
み
よ
い
郷
土
を
築
き

地
方
自
治
の
発
展
を
期
す
る
た
め

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
.

マ
買
上
条
件
生
活
保
護
法
に
よ

り
保
護
を
受
り
て
い
る
者
、
ま

た
は
、
現
に
保
護
を
受
け
て
い

な
い
が
生
活
に
困
窮
し
て
い
る

者。

マ
買
上
限
度
額
一
記
名
者
に
つ

い
て
十
二
万
円
以
内

マ
買
上
価
格
賦
札
七
枚
分
の
別

表
価
格
と
す
る
。
な
お
.
買
上

申
請
が
資
金
の
わ
く
に
達
し
た

と
き
は
受
け
付
け
を
締
切
り
ま

す
.

に
一
般
有
権
者
に
最
も
ア
ピ
ー
ル

す
る
選
挙
標
語
を
募
集
い
た
し
ま

す。二
、
募
集
締
切

昭
和
四
十
五
年
十
月
二
十
日

当
日
消
印
は
有
効
で
す
。

三
、
応
募
方
法

応
募
標
語
は
、
自
作
、
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

官
製
ハ
ガ
キ
一
枚
に
一
句
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

一
人
で
二
枚
ま
で
と
し
応
募
ハ
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
職
業

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
.

四
、
応
募
資
格

大
村
市
に
住
所
を
有
す
る
も
の

に
限
る
。

玉
、
営
(
品

優
秀
作
三
人
以
内

二
千
円
程
度
の
記
念
品

佳

作

五

人

以

内

一
千
円
程
度
の
記
念
品

六
、
発
表

昭
和
四
十
五
年
十
一
月
上
旬
、

市
政
だ
よ
り
で
発
表
す
る
ほ
か
入

選
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

七
、
送
り
先

大
村
市
玖
島
郷
二
十
五
番
地

大
村
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
八

、

主

催

大
村
市
明
る
く
正
し
い
選
挙
推

進
協
議
会

大
村
市
選
挙
管
理
委
員
会

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

リ
ー
ダ
ー
見
習
を
募
集

昨
年
結
成
さ
れ
た
、
ガ
ー
ル
、

ス
カ
ウ
ト
は
少
女
の
団
体
と
し
て

活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
が

リ
ー
ダ
ー
の
役
を
果
た
す
レ
ン
ジ

ャ
ー
を
、
次
の
通
り
募
集
し
て
い

ま
す
。

一
、
対
象
十
八
才
か
ら
二
十
才

ま
で
の
女
性

一
、
募
集
人
員
十
名

一
、
申
込
〆
切

r

十
月
二
十
日

一
、
申
込
先
市
社
会
教
育
課

「
レ
ン
ジ
ャ
!
と
は
、
ガ
ー
ル
、

ス
カ
ウ
ト
の
中
で
、
十
八
才
か
ら

二
十
才
ま
で
の
ス
カ
ウ
ト
の
呼
び

名
で
す
.
お
も
に
、
副
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
正
リ
ー
ダ
ー
の
補
佐
を

し
ま
す
。
」

月日l所在地 |科 I 目 l医院名 l電話

10 
武部郷 内科 近藤医院 2527 
駅通り 耳鼻咽喉科 海江田医院 3329 

4 並松郷 整内形外科科 松松整形 4300 
寿吉郷 長崎医院 8615 

東本町 内 科

東三城 内 科 東医院 2910
11 向陽町 外 科 中島外科 3875

並松郷l内 科 野口医院 2339

裏袋町 産婦人科 後藤医院 2227 
東本町 日艮 科 楠木医院 2711 

18 乾馬場 内 科 松永医院 2943 
原口郷 内、整形外科 橋口整形 8739 

1|2堅1調 内 科南野医院 問部 皮ふ科佐伯皮ふ科 4330
25 三内 科岡医院 3000

ノ 内 科渡辺医院 8546

日曜当番医10月

傘、

十
月
の
妊
婦
及
び

乳
幼
児
検
診

実抱月日 実施場所 実施時間

10月9日 竹松出張所 139..3000~~1115..0。0。
10月12日 三浦診療所 9.30-11.0。
10且13日 鈴田出張所 9.30-11.0。
10月16日 萱瀬出張所 13.30-15.0。
10月19日 松原出張所 9.30-11.00 

10且20日 福重出張所 9.30-11.0。

助
産
費
一
万
円
に
引
上

千
J

九
月
一
日
よ
り
実
施

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が

赤
ち
ゃ
ん
を
う
ま
れ
た
と
き
に
は

一
万
円
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

h
ノ
会
民

1
レ
ち
~
.

こ
れ
は
九
月
一
日
以
降
の
出
生
に

対
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

該
当
者
の
う
ち
二
千
円
だ
け
支
給

さ
れ
て
い
る
万
に
は
十
月
十
日
か

ら
十
月
二
十
日
ま
で
の
問
に
そ
の

差
額
を
支
給
い
た
し
ま
す
の
で
市

民
課
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

種
痘
、
ジ
フ
テ
リ
ア
の

予
防
接
種

マ
該
当
者

〔
種
痘
〕
①
第
一
期
の
も
の
|
|

生
後
六
カ
月
か
ら
二
十
四
カ
月
の

者
で
一
回
も
接
種
が
す
ん
で
い
な

い
も
の
。

①
第
二
期
の
も
の
|
|
小
学
校
入

学
前
六
カ
月
以
内
の
も
の
。

①
第
三
期
の
も
の
l
l
e小
学
校
卒

業
前
六
カ
月
以
内
の
も
の
。

〔
ジ
フ
テ
リ
ア
〕
①
第
三
期
の
も

の
1

1
小
学
校
入
学
前
六
カ
月
以

内
の
も
の
。

②
第
四
期
の
も
の
|
|
小
学
校
卒

業
前
六
カ
且
以
内
の
も
の
.

な
お
、
小
学
校
、
幼
稚
園
の
児
童

に
つ
い
て
は
、
各
学
校
ご
と
に
別

途
実
施
し
ま
す
。

種
痘
、
ジ
フ
テ
リ
ア

接
種
目
程
表

実施場所 l接;日長弘

市立病院
宣瀬 出 張所 10月 6日 10月13日

市 役 所
一浦診療所 10月7日 10且14日
鈴田出張所
松 原出張所

10月8日 10月15日福重出張所
竹松本町公民館

10月 9白 10月16日諏訪公民館

※時間はいずれも午後2時-3時

十
月
一
日
か
ら

市
内
通
話
も
三
分
制
に

。
，
っ
ち
き
る
三
十
秒
前
か
ら
予
防

音
が
二
回
鳴
り
ま
す
。

。
予
防
音
が
鳴
っ
て
か
ろ
十
円
玉

を
追
加
し
て
も
話
せ
ま
せ
ん
。

一
度
き
っ
て
か
ら
か
け
な
お
し

て
く
だ
さ
い
。

!
 

• d語

，
 

a姐翼


